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北海道弟子屈町桜ヶ丘森林公園のオサム シ亜科各種の季節的消長
Seasonal prevalence of Carabinae beetles(Coleoptera, Carabidae) at Sakuragaoka

forest-park in Teshikaga-town, East Hokkaido, Japan
By Ken-ichi MATSUMOTO

松本 堅一

〒088-3214 北海道川上部弟子屈町高栄2 - 7 -8

1 . はじめに
川上郡弟子屈町は北海道の東部, 釧路湿原と根釧台地の北部, 北緯43°29'東経144°27'付近に位置
し, 摩周岳, 西別岳, アトサヌプリ, 雄阿寒岳といつた火山群に囲まれた盆地の中央部に存在して
いる. 町内に屈斜路湖, 摩周湖という二つの火口原湖を含み, 屈斜路湖から流れ出す釧路川と阿寒
方面に源流を持つ鐺別川が町内で合流し, 摩周火山, 屈斜路火山, アトサヌプリ火山の堆積物と,
両河川が作った高位, 中位, 下位, 新期の4 段の河岸段丘が広がっている.
これまでこの地域のオサムシ亜科は川湯温泉, 摩周湖周辺を中心に飯島 (1978) , 阿寒国立公園調

査会 (1995) 等により採集・ 調査されてきた. 筆者は2007 年9 月に当地に移住し, 町内各地の採
集を試み, オサムシ亜科10種を採集し, 報文を発表した (2008).
桜ヶ丘森林公園 (写真1 ) は, 弟子屈中心部から南へ約1 km, 鑑別川の対1・:の標高130mから

200mの下位, 中位の断丘面にあり, 弟子屈町によりl994 年にオートキャンプ場して開設された隣
接する自然観察林は, 林床がチシマザサ覆われ, カラマツ林と, 潜在自然植生への遷移途上の景観
を保つミズナラ等の広葉樹とアカェゾマツの混交林が広がり, 林内には一周 l490mの林間歩道が設
置されている. 筆者は2008 年5 月から 10月にかけてこの森林公園のオサムシ亜科の季節的消長を
調査した.
北海道におけるオサムシ亜科の季節的消長は, 木元・ 保田 (1995) の研究がある. 木元・ 保田
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(1995) は大雪山, 羊蹄山, 利尻
山, 礼文岳, サロベツ原野にお
いて l977 年から1991 年に掛け

て実施した地表性歩行虫の調査

日録を発表している. 木元・ 保

田 (l995) の研究は, オサムシを
含めた地表性歩行虫全般を研究

した物であり, 季節的消長につ
いては大雪山及びサロベツ原野

を対象に地表性歩行虫総個体数

の季節的消長が示されている.
北海道のオサムシ各種の生活史

については井村 ( l985) , 堀
(2003) により概括され, ほと
んどの種が成虫越冬であること
を明らかにした.
本州のオサムシ各種の季節的

消長に関しては, 曽田 (2000) の研究がある. 曽田は京都府京大植物園, 大阪府の金剛山, 長野県
松本市, 美ヶ原, 乗鞍岳で定期的にトラップによる調査を行い, オサムシ各種の季節的消長を詳細
に分析している. また, 曽田は石川 ( l991 ) が提唱した上位分類群である真性オサムシ群は春繁殖

型であり, 多条オサムシ群は秋繁殖型であることを明らかにしている. これらの研究と, 筆者が得
たデータとを比較 - 検討し, 当公国におけるオサムシ亜科の季節的消長の考察を試みた.

2 . 調査方法
ミズナラの芽出しの終わった5 月 l7 日から,  ミズナラの落葉が終わった 10月10日にかけて,
町により設置された一周 1490 mの林間歩道に沿い, 300 m おき 9 ヶ所の地点に氷酢酸 20 % 溶液

を使用したべイトトラップを,  3 個ずつ計27 個を常設し (図 I ), 約1 週間おきにトラップに落ち
た全ての個体を回収し調査した.

3 . 結果及び考察

(1 ) 採集できた種
この森林公園で採集できたのは以下の6 種である.

1 セダカオサムシ Cychuris ,noravvitzi GEHIN
2 アオカタ ビロオサムシ Cafes・omainquisitorcyanescens MoTscHULsKY
3 コ ブスジアカガネオサムシ Ca rabus arvensis hokkaidensis LApouGE
4 オクェゾクロナガオサムシ Leptocarabus arboreusparaboreus IsHIKAwA
5 ヒ メクロオサムシ Leptocarabus opacutus opaculus (PUzEYs)
6 エゾマイマイカブリ Damaster blaptoides ruglpennls MoTscHULsKY

(2) 結果及び考察

表1 に調査日ごとの各種の総個体数を示す.
グラフ Iはトラップに落ちた総個体数の消長である. これらから分るようにこの公園では5 月31
日に初めて成虫が出現し,  7 月中旬から7 月下旬に小さなピークを迎えた後,  9 月初句から 9 月中
旬に最大値を記録し,  9 月中旬以降急速に減少した. 最後の成虫がトラップに落ちたのは10月9 日
だった. 木元・ 保田は7 月にトラップに落ちた地表性歩行虫の個体数が最も多く, 気温の低下する
9 月に急速に減少することを明らかにしているが, この公園のオサムシ亜科に関する筆者の調査で
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図I 桜ケ丘森林公園
(弟子屈町観光課, 農林課作図を修正)
①~ (9)はトラップの設置地点を示す

第l24 号(2009 年9 月)

は,  9 月中旬に最も多くの成虫がトラ
ップに落ち, 木元・ 保田 (1995) が述
べているように以降急速に減少した.
セダカオサムシの成虫は 6 月10日
に1 個体がトラップに落ち,  8 月22
日に4 個体トラップに落ちた. (表 I)
町内に常設した釧路川河畔林のトラッ
プにおいても同様の傾向が見られた.
アオカタビロオサムシの成虫は6 月
10日に1 個体がトラップに落ちただ
けである (表 I) . 町内他地域の調査
採集においても 6 月8 日から 6 月26
日までの間に記録した. 曽田及び堀が

述べているように, 食餌である隣翅目
幼虫の発生と関連すると思われる. 尚,
この公園においてはトラップに落ちな

かったが, 町内でほぼ同時期にトラッ
プに落ちた同じカタビロオサムシ亜族

のェゾカタビロオサムシCampal ita
chinenseの成虫は,  9 月22日と 9 月

28 日に釧路川河畔のヨシ草原で再び

トラップに落ちた (データ未発表) .

表I 桜ヶ丘森林公園におけるオサム シ亜科各種成虫の採集日 と雌雄別個体数
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コブスジァカガネオサムシの成虫は最も早く 5 月31 日にトラップに落ちた. 個体数に多少の変動
は見られたが,  6 月上旬から7 月下旬まで平均して多数の成虫がトラップに落ち,  8 月上句にかけ
て急速に減少し,  8 月中旬はトラップに落ちなかったが,  9 月上旬から 9 月下句にかけて再び少数
の成虫がトラップに落ちた (グラフ II).
この公国のコブスジアカガネオサムシは曽田 (2000) が研究した松本市の真性オサムシ群に属する
アオオサムシCa,・abus insulicola と同じ季節的消長を示しており, 春繁殖型である.  しかし,  7 月
中句から 7 月下旬にかけて新個体の成虫が発生し, 休限した後 9 月に少数の新個体の成虫が発生し

た事実から, 少数の成虫は7 月から8 月に繁殖活動を行うことを示唆している.
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オクェゾクロナガオサムシの成虫は6 種のうちで最も遅い6 月下句に初めて トラップに落ちた.
8 月上旬から增加傾向を示し,  9 月上句に最も多い成虫の個体がトラップに落ち,  9 月下句以降急
速に減少した ( グラフm) . 町内に常設した釧路川河畔林内のトラップにおいても同様の傾向が見ら
れた (グラフVI).
この公園のオクェゾクロナガオサムシも曽田が研究した松本市三城の別亜種と同じ季節的消長を
示しており, 秋繁殖型である.
ヒメクロオサムシの成虫は6 月初句に初めてトラップに落ちた.  8 月初旬から增加傾向に転じ,

9 月上旬に最も多い成虫の個体がトラップに落ち,  9 月下句以降急速に減少した (グラフ IV) . 町
内に常設した釧路川河畔林内のトラップにおいても同様の傾向が見られた ( グラフVI) .
本種と形態的に非常に似ていて, 本州の高地帯に生息するホソヒメクロオサムシLeptocarabus

harmsndiは, 石川 (1985) により本種(Asthenocarabus亜属) とは別亜属のPentacarablis亜属に分
類され, その後, 井村・ 水沢 (l996) が本種とともにTomocarabus 亜属にまとめて分類した. こ
のオサムシは曽田の研究によれば, 春に繁殖後成虫は姿を消し, 秋に新成虫が発生する季節的消長
のパターンを持つようである.  しかし, この公園では本種は曽田の研究した乗鞍岳のホソヒメクロ
オサムシと異なり, 明瞭な休眠期を示さず, オクェゾクロナガオサムシと殆んど同じ秋繁殖型のパ
ターンを示した. 曽田の指摘するように, 気温による活動期間の長さを勘案する必要はあるが, 標
高 l670mの長野県乗鞍岳と北緯43° 29' の当地の季節の推移はほぼ同じである. この両種の季節
的消長の相違は, 石川の分類を支持している.
エゾマイマイカブリの成虫は6 種中, 最もトラップに落ちた個体数が少なかった.  6 月上旬に初
めてトラップに落ち,  7 月中句に最も多い成虫の個体がトラップに落ち, 以降減少傾向を示し,  9
月下旬以降はトラップに落ちなかった (グラフ V) . 町内に常設した釧路川河畔林内のトラップにお
いても同様の傾向が見られた ( グラフVI) .
この種の食餌である力タツムリの発生と関連すると思われる. 同じカタツムリを食餌とするセダ
カオサムシの成虫が, 上述したように6 月10日にトラップに落ちた後8 月22日に再びトラップに
落ちた事実は, 両種のニッチ上の関係を示唆している.
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三重県のコメツキムシ (9)
Elaterid-beetles from Mie Prefecture, Japan(9)

By Takashi KIsHn
岸井 尚

〒 569-1()44高観市上土室 l -10, 6-410

三重県のコメツキムシについては, 津市在住の生川展行氏などによる蒐集資料で, これまでに多
くを本誌に発表させて頂いた(Nejirebane, Nos 77,79,80,81, 82, 93, 94,95). 今回は2004-2007
年の甲虫学会大会時に生川氏より託されたものの記録で, 下記のように多数の同県在住の同好諸氏
による, 主として鈴鹿市, 亀山市と伊勢市の神宮林などの河川敷及び社推に棲息する種の資料が多い.
今回も三重県から初記録になる複数の種があり, その外にも多くの興味深い種が見出された. なお,
本稿作成中に鈴鹿市から大変立派な環境報告書 “鈴鹿市の自然” (2008: 810 pp)が発行され, この中
には今回記録する筆者の検した資料も含まれるので記録が重複するものもある. また産地名の後尾
に(LT) (FIT) (MT) (バケツ)とあるのは, それぞれ燈火飛来, フィット・ トラップ, マレーゼ トラップ,
バケツ・ トラップによるものである.
資料採集者名 (ABC順) : 飯場暗也・ 池田正清・ 稲垣政志・ 稲垣慎吾・ 伊藤元幸・ 河北均・ 川添昭夫・ 小
島弘昭 ・近藤恭子・ 間野高裕・ 南口博・ 村木武則・ 中西元男・ 生川展行・ 大杉淳・ 岡田直也・ 尾崎美香・ 尾崎
柚香・ 武田彩・ 山口照美・ 安田鷹生・ 横関秀行・ 米川弥寿代.

Pectocera higehige KlsHn, l993 ヒゲコメ ツキ

亀山市白木町国分寺(LT), l 早,5. VI 2004, 横関秀行 leg; 新所町関ニュータウン, l (i'、,5. V 2005,
ditto: 加太不動滝(LT),1 (i'、,5. V 2005, ditto; 関ヶ丘破魔射場池,1 (i'1,1 早,21. VI 2006, ditto.

Meristhus(Sulcimerus) niponensis LEWIS, l894 スナサビキコリ (写真1 )
鈴鹿市磯山町鼓ヶ浦海岸, l (i'、,2♀♀,15. VIL2004, 生川展行 leg.
伊勢湾周辺の砂質海浜ではしばしば得られている. 本州・ 四国・ 九州の本土外洋沿岸に分布する本
邦固有種のようで, 平戸島と対馬からも記録されている.  また韓国の済州島からの記録もあるが
(PAIKeta1.,1995:394), この記録の出典 (LEEeta1.,1985) ではLudiusniponensls LEWIS,1984 と
なっているので, 或いはElater niponensis(LEWIS,1894) オオクロナガコメツキと誤認した可能性も
ある.   この両種は形態も生息環境も大きく異なり疑問は残るが, 資料未見で不明のため現状では分

布域から除外すべきであろう . 南西諸島からの本属分布の記録例は無いが, 台湾には別種M. (S )
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bahai が分布する.
Agrypnus(Agrypnus) binodldus binodulus (MoTscHULsKY,1861) サビキコリ

鈴鹿市, 2♀早, 24. V 2007, 尾崎美香 leg.; 同加佐登神社, 2 (i'、 f , l , 26. VI 2004, 生川展行 leg.;
西庄内町, 2(i'、 f, 3早♀, 9. VI 2004, 稲垣慎吾 leg.; l , 1 早, l3. V 2006, 生川展行 leg.; 伊船町
御幣川, 1 ,13. Vm 2004, ditto;1 ,7. VII 2007, 尾崎美香leg.; 八野町,1 早,8. VI 2005, ditto;
和泉町,3早♀, l4. Vm 2005, 川添昭夫 leg.; 長沢町長瀬神社,1 ♀,22. V 2005, 小島弘昭 leg.; 甲
斐町, 2 , 21. V 2007, 尾崎美香 leg.; 国府町,1 ♀,3. VI 2007, ditto; 小岐須町,1 早, l2. V.
2007, 尾崎柚香 leg.; 庄内町鈴鹿川,2 , l9. Vm 2007, 横関秀行leg.; 亀山市安坂山町, l (i'',1
早,12. V 2004, 川添昭夫leg.; 安知本町中の川 (LT),9(i'、(i'、,4 早, 15. VII 2005, 横関秀行 leg.;
新所町関ニュータウン (バケツ), l , 5. V 2005, ditto; 加太北在家, l (i'、, 5. V 2005, ditto; 関町鷲
山小野川, 1 , l7. VII 2005, ditto; 関ヶ丘破魔射場池, 3 (i'1,1 早,21. VI 2006, ditto; 鷲山(LT), l
(i'', 18. Vm 2007, ditto; 伊勢市神宮林彦谷, 1 , l5. VI 2002, 生川展行leg.; 大床谷, l , l 5. VI.
2002, ditto.

Agrypnus(Agrypnus) cordicouis (CANDiizE,1865) ムナビロサビキコリ

鈴鹿市西庄内町,2 (i'、 (i'、, l7. V 2004, 川添昭夫leg; - ノ谷,1 ,30. IV 2005, 生川展行 leg.; (F「「),
1 (i'、,14. VI 2004, 横関秀行leg; 小岐須町,1 (i'、,19. V 2007, 尾崎柚香leg.; 同小岸大神社,2早♀,
20. VII 2004, 横関秀行 leg.; 長沢町長瀬神社,4 (i'' (i'', 5 早 , 22. V 2005, 小島弘昭 leg.; 亀山市野
登山,1 f,4. VI 2005, 生川展行 leg.; 石水渓,1 ♀,19. VI 2004, 横関秀行leg.; 白木町(バケツ),2
(i'、, 6. VII 2006, ditto; 関町坂下鈴鹿峠(FIT), l ・♀, 22, VII 2006, ditto; 伊勢市神宮林大床谷, 1 ・♀,
27. V 2002, 生川展行 leg.

Agrypnus(Sabikikorius) fuliginosus (CANDtzE, l865)  ホソサビキコリ
鈴鹿市三宅町,1 ex., l4. V 2005, 生川展行 leg; 西庄内町,1 (i'',13. V 2006, ditto; tti山市安坂山町
石水渓 (LT),1 f, 19. VI 2004, 横関秀行 leg.; 三寺町石神社 (FIT), 2 (i'、, 12. V 2005, ditto; 関ヶ

丘破魔射場池, 1 (i'、, 21. VI 2006, ditto.
Agrypnus(Colau1on) scrota scrota (CANDiizE,1873) ヒメサビキコリ

鈴鹿市伊船町御弊川, l ex., 3. VII 2004, 生川展行 leg; 6 exs., 13. VIII 2004, ditto; 1 (i'', l 早,6.
VIII 2006, ditto; 小岐須町小岐須渓谷, 1 ,24. IV 2005, 近藤恭子 leg; l , 8. IX 2007, 尾崎美香

leg.; (LT),4 exs.,8. IX 2007, 生川展行 leg.; 庄野町鈴鹿川,1 (i'、,7. Vm 2005, 南口博 leg.;1 , 7.

Vm 2005, 生川展行 leg ; l , 4. V 2007, ditto; 弓削町, 2 exs.,10. V 2007, 尾崎美香 leg.; 2 exs.,
l 2. V 2007, ditto; 同鈴鹿川,2(i'、 ,1 早,22. IV 2006, 生川展行leg.; 山本町椿大神社,2(i'、 (i'、, l ♀,
22. IV 2005, 中西元男 leg; 亀山市野村町鈴鹿川, l2 exs., l4. XII 2003, 中西元男 leg.; 布気町鈴
鹿川,34 exs., l5. IV 2004, 横関秀行 leg.; 関町驚山小野川, l ex.,17. VII 2005, ditto; 関町白木一
色明星ヶ岳登山口(LT),1 早,11.Vm 2005, ditto; 野登山,3 exs.,21. IV 2007, 生川展行leg.; 石水
渓, 2 exs., l t. VIII 2007, ditto.

Agrypnus(Colaulon) hypnicola (KlsHn, 1964)  コガタヒメサビキコリ
鈴鹿市, l ex.,24. V 2007, 尾崎美香 leg; 同庄野町鈴鹿川,4 exs.,3. VI 2004, 稲垣政志leg.; l ex.,
20. IX 2004, 生川展行 leg ;1 ex.,17. X 2004, ditto.
本県産の本種についてはかって市川太氏が四日市市の小牧町から得られた, 極めて興味深い雌雄の

2 頭について本誌上で述べた (No 81: l -2).   この内, 雄個体はそれまでに観た多くの資料中では最
も小型 (6.75 mm) で, 体色も一様な赤褐色を呈し, 当初別種の可能性を視野に検討を重ねたが, 後
に千葉・ 大阪・ 山口の各地からの本種資料にもこの様な個体が混じてぃることが判明した. 一般に前種
の小型個体に類似するが, 本種の上翅間室点刻は円形大型で, 前種では極めて小型の点状である.
LaconOLacon)parallehlsparalletus (LEWIS,1894) コガタノサビコメツキ (写真2 )
伊勢市神宮林内宮,1 ex.,23. Vm 2003, 生川展行leg.
次種と共に燈火誘引性の強い種で, 分布域も生息環境もほぼ同様である. 本県からは本シリーズ
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で菰野町竹成,  四日市市小牧町, 尾鷲市九木神社の資料を検しているが少ない. 本属の種は幼生時
期の栄養量差によると見られる体形の差が著しいのが一般であるが,  これまでに検した南西諸島産

の個体では更に顕著に小型で, 他の特徴と共に別亜種 (amamiensis) とされている.
Lacon(Alaotypus) maeklinii (CANDtzE,1865) オオサビコメツキ(写真3 )
鈴鹿市西庄内町野登山, l 早, 24. VII 2004, 生川展行 leg.; 1 (i'、, 1 早, 27. VII 2006, ditto; ーノ谷, l
早, 28. VII 2004, 横関秀行 leg.; 亀山市白木町国分寺 (LT), 2 exs.,19. VII 2005, 横関秀行 leg; 野
登山 (LT), l ie. Vm 2007, ditto; 伊勢市神宮林大床谷, 1 ex., 3. Vm 2002, 生川展行 leg; l
ex., 8. Vm 2002, ditto; 彦谷, 1 ex.,29. V 2003, ditto; 内宮, 2 exs.,23. Vm 2003, ditto.
本州産本亜属の種は本種のみとされてきたが, 最近検した鳥取県と広島県産の資料は南西諸島に

広く分布するL (A) yayeyamanusヤェヤマサビコメツキと見なされるものであった. なお中国地方
西部での本種オオサビコメツキの分布は確認している. 両者はよく似てぃるので互いに亜種関係に
あると見ていたが(岸井, l985: 8), 本種とはより小型, 触角第3 節が長く , 前胸背板後角部端は鈍角
で外側方に突出しないなどの点で異なり, 両者の生殖器構造の差からも別種であることが確認され
た. 更に九州では鹿児島県本土でのこの2 種混棲は確かで, 本州でも西部地区ではそのようである.
Cryptalaus horus (CANDiizE, l865) ウバタマコメ ツキ

亀山市白木町国分寺,1 早,29. VI 2004, 横関秀行 leg.; 関町白木一色明星ヶ岳登山口 (LT), 1 早,
l t. Vm 2005, ditto; 関ヶ丘破魔射場池, l f ,21. VI 2006, ditto; 伊勢市神宮林彦谷,1 早,4. VIl.
2002, 生川展行 leg.

Tetrigus lewisi CANDiizE,1873 オオクシヒゲコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山 (LT),2 (i'、 (i'',24. VII 2004, 生川展行leg ;1 (i'、,8. Vm 2004, 横関秀行 leg;
亀山市安坂山町野登山下(バケツ),3 (i'、 (i'、, l 早, 21. VII 2004, 横関秀行 leg.; 白木町国分寺(バケ
ツ),1 早,28. VII 2004, ditto; (LT), l (i'、, l9. VII 2005, ditto.
本邦全域と大部分の付属諸島から知られ, 国外では中国南東部からインドシナを含め束アジア全
域で見られる.  燈火や樹液などに誘引されることが多いが, 里山が少なくなり神社などの社叢林も
貧弱になったためか, 最近は個体数の減少傾向が強いようである.
Prodrasterius agnatus (CANDiizE, l873)  マダラチビコメツキ
鈴鹿市伊船町御幣川,1 早,3. VIL2004, 生川展行 leg; l (i'、, l3. Vm 2004, ditto; 同竜ヶ池(LT),1
ex.,19. VI 2005, 横関秀行 leg.; 庄野町, l (i'、,9. VI 2005, 稲垣政志 leg.; 鈴鹿川,4 exs., 23. V.
2005, 生川展行leg;3 exs.,7. Vm 2005, 南口博leg;6 (i'、 (i'、,1 ♀,7. Vm 2005, 生川展行leg; 西
庄内町鈴鹿川,1 ie. VI 2006, ditto; 地子町金生水, l (i'、, 24. VI 2004, ditto; 磯山町鼓ヶ浦海岸,
l f , l5. VII 2004, ditto; 亀山市関町鷲山小野川, l ♀,17. VII 2005, 横関秀行 leg; 伊勢市神宮林
大床谷, l ex., l5. VI 2002, 生川展行 leg;1 ex.,4. VII 2002, ditto.

Ascoliocerus saxatilis saxatilis (LEWIS,1894) ヒラタク ロコメ ツキ

鈴鹿市小岐須町,5 早早,9. VI 2004, 村木武則 leg.; 小岐須渓谷,3 (i'、 f , l 早,31. m 2005, 横関秀行
leg;3早早,4. VI 2006, 生川展行 leg; 同御幣川, l (i'、,12. V 2007, ditto; 山本町入道ヶ岳, l 早, 3.
VL2006, ditto; 伊船町鈴鹿川,1 早, l5. IV 2007, ditto; 同御幤川, l 早,7. IV 2007, ditto; 亀山市安
坂山町, l f, l ♀,8. m 2006, 横関秀行leg; 野登山, l 早,21. IV 2007, 生川展行leg.

Ascotiocerusftu、,iatitis (LEWIS,1894) キアシヒラタクロコ メツキ

亀山市関町沓掛中津川, l f ,6. IV 2005, 横関秀行 leg.; 金場,2 (i'、 f ,1 早,27. IV 2005, ditto; 加太
南在家アマタノ川, 2♀♀, l3. IV 2005, ditto.

Nothodes margin icoltis (LEWIS,1894) ウスチャイ ロカネコメ ツキ

亀山市両尾町, l (i'、, l8. 「V 2004, 川添昭夫 leg.
Kibuaea eximia (LEWIS, 1894) ムラサキヒメカネコメツキ
鈴鹿市山本町椿神社,1 (i'、,27. IV 2005, 村木武則 leg.; 亀山市野登山,1 (i'、,4. VI 2005, 生川展行
leg; 安坂町(MT), l (i'、,1. V 2004, 川添昭夫leg.; 両尾町,1 (i'、, IV 2007, diito; 関町坂下鈴鹿 , 1
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写真1 _10. l ,  スナサビキコリ ( ♀, 鼓ヶ浦海岸,  6. l mm) ; 2 ,  コガタノサビコメツキ ( ♀, 神宮林内宮,  10・2
mm) ; 3 ,  ォォサビコメッキ (♀, 国分寺, l6. 2mm) ;4,  メダカツヤハダコメツキ (,i'l, 関町関ヶ丘, 9.9mm) ;5,
ヒ メ クロツヤハダコメ ツキ ((1'', 野登山, 10.5 mm) ; 6,  オオヒラタコメツキ ( f , 加太不動滝, 20.5 mm) ; 7,  ヨコ

ヅナシモフリコメッキ (♀, 野登山, 21.6 run) ; 8,  スズキシモフリコメツキ ((1'', 両尾町, l l.l mm) ; 9,  アカヒゲ
ヒラタコメツキ (,1''. ーノ谷, l6.0mm) ;10, ditto (♀, 小岸大神社, 20.5mm)

(i'、, 28. V 2007, 横関秀行 leg.
上翅が美麗な紫色の目立つ種で, 低山地の花上で得られるが少ない. 属名は古くから近畿圈の著
名な昆虫採集地の一つでもある貴船渓谷に因んだ名で, その基本種とされた (KISHn, 1966:46)・ こ
の属名については一時スペインのSANCHEZ-Ruiz (1996: 108) によlf)LimonMs属に変更されたが, 再
検討でその属基本種指定の経過に疑問点があり訂正復活した. 本属の特徴は触角第2 ' 3 節は著し
く短小亜球形, 次節以降は大きく三角形の鋸歯状, 前胸腹側板後緑は剔られず, その内縁線は広く二
重状で前端は大きく深い溝状などと独特である. チェコ共和国のLAIBNER(2000:70) は, 前胸背板側
方体毛は長い剛毛状のものに普通の短毛を密生し, 中後脚の爪下面は中央近くから剔れるのを本属
の主たる特徴としていて, 本種でもそのようになっている. 本属の種は現在邦産の5種と欧産1 種が
知られていて, 本種は次種と共に多くはないが普遍的に分布する.
Kibunea approxlmans (LEWIS,1894) キアシヒメカネコメツキ
鈴鹿市西庄内町一 ノ谷, l 早,30. IV 2005, 生川展行leg.
三重県ではこれまで本種は比較的多く得られているが, 近似のK narukawaiホソヒメカネコメツ
キも野登山で1 雄が得られているので注意を要する. これはより細く小型で山梨県風凰山の御座石
鉱泉と本県からのみ知られ, 脚部は鮮明な黄橙色にはならず暗色部が多い.
Lintoniscus atricolor (LEWIS, l894) クロカネコメツキ
鈴鹿市三宅町(FIT),1 早,11. V 2006, 横関秀行leg.

Limoniscus 、成tatus (CANDtzE, l873) タテスジカネコメツキ
鈴鹿市山本町椿神社, l ♀,28. IV 2005, 村木武則leg; 小岐須町小岐須渓谷,1 ♀,28. IV 2005, 稲
垣政志leg; 亀山市両尾町, l 早, IV 2004, 川添昭夫leg.

- l 0 -
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Stenagostus umbratilis (LEWIS, l894) オオッヤハダコメ ツキ

鈴鹿市加佐登神社, l ex., 26. VL2004, 生川展行 leg.; 西庄内町野登山 (LT), 6 exs., 24. VII 2004,
ditto; 1 (i'、,1 ♀,27. VII 2006, ditto;1 早,16. VIII 2006, 村木武則 leg.; 山本町新田池, l (i'、,16.
VII 2005, 生川展行 leg; 大久保町, l , l ♀, 5. VIIL 2005, 村木武則 leg; 同入道ヶ岳, 1 (i'、, 1 ♀,
29. VIL2006, 間野高裕 leg ; 同奥ノ谷(LT),2 (i'、, 2 早,30. VII 2006, 生川展行 leg; 小岐須町
小岐須渓谷, 1 早, l3. VIII 2006, ditto; 1 早, 8. IX 2007, 尾崎美香 leg.; 亀山市野登山 (LT), l , 5.

Vm 2006, 横関秀行leg.;1 , 10. VIII 2007, ditto; 関ヶ丘破魔射場池,1 (i'l, 21. VI 2006, ditto; 安
坂山町石水渓(LT),1 , 1 早,19. VI 2004, ditto; 白木町国分寺(LT),2早早,19. VII 2005, ditto; 鈴
鹿峠, l ♀,4. V 2006, ditto; 関町白木一色明星ヶ岳登山口 (LT),1 早,11. VIII 2005, ditto; 石水渓,
1 f,11. Vm 2007, 生川展行 leg; 伊勢市神宮林大床谷, l ex.,4. VII 2002, 生川展行leg.;3 exs.,
7. VII 2002, ditto; 彦谷, l ex., 4. VII 2002, ditto.

MedakathousJ'actatusJ'actatus (LEWIS, l894) メダカツヤハダコメツキ (写真4)
鈴鹿市西庄内町野登山, l f , l4. VII 2004, 横関秀行 leg.; 2 cl'、, 21. VII 2004, ditto; 2(i'' (i'', 24.
VII 2004, 生川展行 leg.;1 (i'、,8. VIII 2004, 横関秀行 leg.; 加佐登町加佐登神社, l (i'、,24. VI.
2006, 生川展行 leg. (黒化型); 亀山市関町関ヶ丘(FIT),13 (i'、,5. VII 2005, 横関秀行 leg. (正常
型:2; 黒化型: l l); 伊勢市神宮林大床谷,1 (i''(黒化型),8. VI 2003, 生川展行leg.
三重県からの資料は多く検しているが, 上記の伊勢神宮林大床谷, 加佐登神社及び関町関ヶ丘の
殆どの雄資料は上翅が完全な黒化型のものであった. 上翅が暗褐色になる個体はこれまでにもしば
しば見ており, 前胸背側緑部が黄橙色のものもあるが, 上翅の完全な黒色化個体は初めてである.
Hemicrepidius(Hemicrepidius) smuatus sutuatus (LEWIS, l894) コク ロツヤハダコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, l (i'、, 21. VII 2004, 横関秀行 leg.; 1 ・ 28.  VI I2004,  ditto ;l  (i'、 ,26.  VII
2006, 村木武則 leg.; 小岐須町小岸大神社,1 (i'、,30. VI 2004, 横関秀行 leg.; 三宅町,1 ・ 20.  VIl
2006, ditto, 亀山市白木町国分寺,1 f,19. VI 2004, 横関秀行leg.; 関町坂下鈴鹿峠(FIT),1 (i'、,22.
VII 2006, ditto; 野登山,1 (i'、,31. VII 2007, ditto; l (i'1,16. VII 2007, 生川展行leg.; l f ,29. VII.
2007, ditto.

Hemicrepidius(Hemicrepidius) secessus secessus (CANDEzE,1873) ク ロツヤハダコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町一ノ谷, 2♀♀, 21. VII 2004, 横関秀行 leg.; 野登山, 7 (i'', 1 ♀, 21. VII 2004,
ditto; 同(LT),1 (i'、,24. VII 2004, 生川展行 leg.;2(i'、 f , l 早,28. VII 2004, 横関秀行leg.; l (i'、,5.
VIII 2006, 生川展行 leg.; 小岐須町小岸大神社,1 (i'', 1 , 30. VI 2004, 横関秀行leg.; 八野町, l (i'',
8. VI 2005, 生川展行 leg; 三宅町(バケツ), 1 (i'、, 18. VI 2005, 横関秀行 leg; 山本町, l f ,25. VI.
2005, 生川展行 leg.; 大久保町入道ヶ岳, l (i'、,1 ♀,6. VII 2005, 村木武則 leg.;1 ♀,20. VII 2005,
ditto; l ,30. VII 2006, 河北均leg.; 宮妻林道,2 (i'、 (i'、,7. VII 2005, 生川展行leg.; 甲斐町鈴鹿川, l
(i'、,1 ♀,17. VI 2006, ditto; 加佐登町加佐登神社,2早早,24. VI 2006, ditto; d山市野登山 ,l  f ,29
VIL2007, 生川展行 leg ;1 (i'、,2早 , 5. Vm 2006, 横関秀行 leg; (LT), 1 ・ 5.  V m2006,  ditto
関ヶ丘破魔射場池, l (i'、,21. VI 2006, ditto; 関町関ヶ丘 (FIT), 1 ♀,5. VII 2005, ditto; 能褒野町の
ぼの神社, l 早,19. VI 2004, 山口照美leg.; 白木町国分寺,1 (i'、, l9. VI 2004, 横関秀行leg.

Hemicrepidius (Hemicrepidius) deserter deserter (CAND?zE, l873) ヒ メクロツヤハダコメ ツキ

(写真5)
亀山市野登山,1 (i'、, 5. vm 2006, 横関秀行 leg.; 伊勢市神宮林大床谷,4♀・♀, 7. VIL 2002, 生川展
行 leg.
一般に体各部の色彩変異に富み異常型として命名されたものも多く , 上翅色彩も茶褐色化と光沢
色調変異 (単純, 青緑色, 青紫色など) に変異が多い. 中部以北地域のほぼ半数個体では上翅が茶褐ま
たは黄褐色であるが, 東海以西地域では通常の黒色型が多く茶褐色型は10-15 % 程度で著しい差が
ある. 今回の4 雌個体は全て通常の黒色上翅で, 光沢は単純、青緑色のものである. 本県からはこ
れまでに多くの資料を検しているが, 上翅茶褐色個体は野登山 (1 f , 26. VII i992) と明神岳 (1 (i'',
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写真 l l -22. l l,  ウストラフコメツキ ( ｽ  ,  甲 町鈴鹿川, 7.0mn) ; l2,  ミヤコアラハダチャイロコメツキ ( 1, 神宮

林大床谷, 12.1 run) ; 13,  アラハダチャイロコメツキ ( f , 神宮林大床谷, 11.2  mLm) ; l4,  ホソアカコメツキ (cl'、,
関町坂下, 9.0mm) ; 15,  タンバコクロコメツキ (♀, ーノ谷, 7.3 mm) ; 16,  キソコクロコメツキ ( ・  椿神社 ,7.
mm) ; 17,  タカハチクロコメツキ ( f , 安坂山町, 9.2 mm) ; 18,  ケブカクロコメツキ (♀, 入道ヶ岳, 13.4 mm) ;
19, ババムナビロコメツキ ((1'、, 伊船町鈴鹿川, 9.8 mm) ; 20,  ヒメオオナガコメツキ (cl'', 野登山, 18.1 mm) ; 21,
ナガチャクシコメツキ (cl'l, ーノ谷, 11.8 mm) ;22, マルクビクシコメツキ (♀, ーノ谷, 8.6 mm)

l8. VII. l998) の2 個体のみである.
Acteniceromorphuskla・ofunei (MlwA, l934) ミヤマフ トヒラタコメツキ
鈴鹿市大久保町入道ヶ岳, l , l6. VI 2004, 村木武則 leg.; l (i'、, l l. V 2005, ditto; 宮妻林道,1 (i'、,
7. VII 2005, 生川展行leg.

Corymbitodesgratus (LEWIS, l894) ドゥガネヒラタコメツキ

鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,1 早,30. IV 2005, 生川展行leg.; 山本町, l 早,21. V 2005, ditto; 椿神社,1
,28. IV 2005, 村木武則leg.; 大久保町; l (i'', 1. VI 2005, ditto.

Paraphotistus notabilis notabilis (CANDiizE,1873) オオヒラタコメツキ (写真6 )
亀山市加太不動滝 (LT), l f,5. V 2005, 横関秀行 leg; 関町坂下鈴鹿峠,1 ♀,6. VL2007, ditto.
本邦固有の属で3 種1 亜種が分布する. 本種は新潟と群馬県以西の本州, 四国, 九州の各地から
知られるが余り多くない. 済州島を含む朝鮮半島からの報告例もあるが,  これらは共に疑わしく
Actenicerus種の大型のもの (A. infirmus) の誤認の可能性がある.
Acten icerus ganteus KIsHn,1975 ヨコヅナシモフリコメツキ (写真7 )
亀山市野登山,1 早,31. VII 2007, 横関秀行leg.
野登山及び菰野町の雲母峰などからこれまでにも報告例があるが多くはない. 本県では藤原岳及
び大杉谷などからよく似た大型種の A kunimi クニミシモフリコメツキも知られる.
Actenicerus ortentatis (CANDEzE,1873) オオシモフリコメツキ
鈴鹿市三宅町, 2 早,14. V 2005, 生川展行 leg.;1 ,24. V 2005, 飯場晴也 leg.; 西庄内町,1 ,
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l4. V. 2006, 生川展行leg.
本属は唯一のヨーロッパ産種が基本種であるが, 極東と言われる地域で多くの種に分化している.
ポーランドのTARNAwsKl (1996: 601-604) のチェックリストによれば,  日本以外のアジア地区で知
られるものは6 種のみであるが, 本邦では調査研究が進んだためもあり, 現時点で25種4 亜種ほど
が知られ, 更に增えそうな状況である. 邦産大型種で上翅毛班が明瞭な個体は従来本種と見られて
いた傾向が強かったが, 雄生殖器構造の検討で多くの別種個体群の存在が判明した. 本種は現在,
本州・ 四国・ 九州の殆どの地域と佐渡島から報告されているが, 四国と九州本土分布は疑わしく, 本
州産のものとは異なる特徴が認められ再検が必要で, このうち四国分布個体群にはA naomii シコ
クシモフリコメツキの名称が付されている. 三重県からは本種類似の大型シモフリコメツキ類とし
ては前種と, A ashiaka アカアシシモフリコメツキ及びクニミシモフリコメツキが記録されている.
本種の報告例は少なく , このシリーズでは今回の4 雌個体が初めてである.
Acteniceruspruinosus MoTscHULsKY, l861 シモフリコメツキ

鈴鹿市岸岡町岸岡山 (FIT), 2♀ ,31. V 2005, 横関秀行 leg.; 亀山市両尾町,2 (i'、, 14. IV 2004,
川添昭夫 leg.; (MT),5 (i'、 (i'、, l4. IV 2004, ditto; l (i'、, l8. IV 2004, ditto;1 (i'、, IV 2007, ditto; 関町
筆捨山,1 (i'、,1. V 2004, 生川展行 leg; 三寺町石神社(FIT),1 早,5. V 2005, 横関秀行 leg; 野登山
(FIT),1 f , l()- l7. IV 2004, 池田正清 leg.

Actenicerus kiashianus (MIwA, l928) ホソシモフリ コメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, l ♀,24. v 2004, 横関秀行 leg.;2 (i'' (i'',28. 「V 2005, 稲垣政志leg.; 大久保
町入道ヶ岳, l 早, 16. VI 2004, 村木武則 leg; 山本町入道ヶ岳,3 (i'、,4. V 2006, 生川展行 leg.;
小岐須町宮指路岳,1 ♀,31. V 2006, 村木武則 leg;1 (i'、,7. VI 2006, ditto.

Actenicerusyamashiro KlsHn,1998 コガタ シモフリ コメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, 2 (i'、,1 ♀,24. V 2004, 横関秀行 leg; 亀山市野登山(FIT),3 (i'、 (i'、,10-l7.
IV 2004, 池田正清leg.;6 (i'、 f, l7-24. IV 2004, ditto; 両尾町, l (i'、,18. IV 2004, 川添昭夫leg.

Actenlcerussuzukii suzukii (MrwA, l928) スズキシモフリコメツキ (写真8)
亀山市両尾町, l , IV 2004, 川添昭夫 leg.
本種は京都西郊の花園辺りで得られた資料に, 採集者鈴木氏の名を種小名として記載された. 金
属光沢をもつ赤銅色に近い体色と, 雄個体の殆どで上翅が一様な灰白色毛に被われ, 霜降り状斑紋
が認められず, 更に局所的な分布を示す点など本属種では特異な種である. 三輪は後にA. pruinosus
シモフリコメツキの小型個体で脱皮後間もないものの可能性を述べ (三輪, 1933: 67, 73), 更に岐阜
からの資料に基づいて変種(var.) としている.  しかし筆者は京都蛙峨野西北部の嵐山に近い雑木林
で, 4 - 5 月頃多数個体 (68 (i'、 (i'、, 19早 ) の発生に遭遇し, 詳細な検討の結果, 独立種に戻した
(KIsHn, l964: 27). その後, 山口県十種ヶ峰でも多産する事が分かり (岸井,2004: 115- l l6), また
それぞれの地域の個体群間に形態上の明らかな変異が認められ, 幾つかの亜種群が知られている.
Actenicerusaerosus aerosus (LEWIS, 1879) へリ アカシモフリ コメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, 1 早,24. V 2004, 横関秀行 leg.; 1 ♀,29. V 2004, ditto; l 早, 28. IV 2005,
村木武則 leg.; 山本町,2 (i'、 (i'、,21. V 2005, 生川展行 leg.; 亀山市両尾町,2(i'l (i'1,18. IV 2004, 川添

昭夫leg.;1 f, IV 2007, ditto; (MT),2(i'、 (i'、,14. IV 2004, ditto; 大森町, l 早,15. V 2005, 生川展
行leg.

Calambus mlmdulus (LEWIS, l879) チャグロヒラタコ メツキ

鈴鹿市小岐須町宮指路岳, 1 (i'、,1 ♀, 31. V 2006, 村木武則 leg.
CdambusJ'aponicus (FLEuTIAUx, l902) ク ロツヤヒラタコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山,1 早,6. VII 2004, 横関秀行leg.; 亀山市安坂町(MT), l ♀,1. V 2004, 川添
昭夫leg.

Neopristilophus serrifierserri fer (CANDlizE,1873) アカヒゲヒラタコメツキ (写真9 , 10)
鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,2 (i'、 f,29. V 20()4, 横関秀行leg;1 (i'、,5. VI 2004, ditto; 小岐須町小岸大
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神社, 1 , 14. VI 2004, ditto; 小岐須町小岐須渓谷, 1 , 12. VI 2005, 生川展行leg ; 山本町椿大神
社,1 cl'、,29. V 2004, ditto; 長沢町長瀬神社,1 ♀,27. V 20()4, 稲垣政志leg.
ヒラタコメツキの名称に相応しい体形を持つ種であるが, 本邦産本族のものとしてはやや異質な感
の強い種で, 本州から九州まで広く分布し, 性別による体形の差が大きい. 全世界からほぼ30種記
載され, 唯一の本属の本邦固有種で, 本種に似たヨーロッパ南東部分布の属基本種depressusとスペ
イン産のもう1 種以外は20種程がアフリカ産で, 他はマダガスカル・ 南アジアー北米などに分布する.
朝鮮半島からも多くの資料記録が報告 (KIM, l978: l l4, pl. xiii, EL l2) されているが, 付された写
真の個体は明らかに本属以外の種で, 多分Melanotus種と見られるもので朝鮮半島分布は疑わしい.
Setatosomus(Pristitophus) vagepictus (LEWIS,1894) ウストラフコメツキ (写真11)
鈴鹿市甲斐町鈴鹿川,1 ♀,6. V 2006, 生川展行leg.
本県からは既に一志町(中谷, 1970: 3 - 7 ) や津市 (大平・市橋, 1975: 93) からの報告もあるが, 最
近の記録例は無いようで, 全国的にも少なくなっているようである.
Denticollis nipponensis nipponensis OHIRA,1973 べニコメ ツキ

鈴鹿市小岐須町宮指路岳,1 f , l 早,31. V 2006, 村木武則 leg ;1 ♀, l4. VI 2006, ditto; 西庄内町
野登山, l f ,21. V 2006, 生川展行 leg.; 亀山市安坂山町, l cl'', 12. V 2004, 川添昭夫 leg ; 坂本
(FIT),1 早,24. V 2004, 池田正清leg.

Denticoll ls miniatus (CANDEzE, 1885) ミヤマベニコメ ツキ

鈴鹿市小岐須町宮指路岳,2♀早,31. V 2006, 村木武則 leg.;2 (i'' (i'、,7. VI 2006, ditto; l ♀, l4. VI.
2006, ditto; 亀山市安坂山町, l f ,12. V 200L4, 川添昭夫 leg.; 野登山,1 ♀,4. VI 2005, 生川展行
leg.

Gamepenthes yersipellis (LEWIS,1894) メスアカキマダラコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山,3 (i'、,14. VII 2004, 横関秀行 leg.;1 ♀,21. VII 2004, ditto; l (i'', 3♀ ,

8. VI IL 2004, ditto.
Agaripenthes helvolus (CANDtzE, l873) ヒ メホソキコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, 1 1,21. Vn 2004, 横関秀行 leg.; 小岐須町小岸大神社, l 早, 25. Vm.
2004, ditto; 亀山市野登山(LT),3 (i'' (i'、,2早 ,10. Vm 2007, 横関秀行leg.

H,ayekpenthespauiduspauidus (LEWIS, l894) ホソキコメツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, l f,24. VII 2004, 生川展行leg.;1 1, l6. VIII 2006, 村木武則leg.; 小岐
須町小岸大神社,1 ・♀,30. VI 2004, 横関秀行leg.; 大久保町入道ヶ岳,1 ・ 30.  VI L2006,  生川展行
leg; 亀山市野登山, l ・ 26.  VII I2007,  生川展行 leg.;  (LT) ,l  早 ,5.  V m2006,  横関秀行 leg ;l  f
31. VII 2007, ditto; 1 , 1 , 10. VIII 2007, ditto.

Haterumelater bicarinatus bicarinatus (CANDtzE, 1873) チャイロコメ ツキ

鈴鹿市岸岡町岸岡山, l f,8. VIII 2004, 安田鷹生leg; 伊勢市神宮林杉谷,1 f,27. VII 2002, 生川
展行 leg.; 内宮,1 (i'、, 23. VIII 2003, ditto.

Reitterelater mlyako (KlsHu, l969) ミヤコアラハダチャイロコメツキ (写真 l2)
伊勢市神宮林大床谷,1 f,7. VII 2002, 生川展行leg.
次種と共にコメツキムシ族に所属する種で, Ectamenogonusが属名として長く安定的に用いられ
ていた.  しかしこの属はPLATIA et CATE(1990: 111-114) によりッヤケシコメツキ族のものとされ,
新設の上記属名が提唱され, 本種も PLATIAによりこの属の種とされた. 次種と共に主として低山地
の照葉樹林帯で灯火または樹液に誘引されるが多くはない. 次種によく似てぃるが, 前胸背板はよ
り細く中央縦凹溝はより明瞭で, 点刻は疎, 雄生殖器側片先端は長三角形状である. 現在, 石川・三
重以西の本州と宮崎県から記録されている.
Reinerelater rugtpennis (LEWIS, l894) アラハダチャイロコメツキ (写真13)
亀山市野登山, l 早,24. VI 2004, 中西元男 leg; 安坂山町石水渓(バケツ), l f ,21. VII 2004, 横関
秀行leg.; 伊勢市神宮林大床谷,1 (i'、,4. VII 2002, 生川展行leg.
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神奈川県の相模大山と京都の資料で記載され, 本州・ 四国・ 九州のほぼ全域と佐渡島・ 冠島・ 御蔵島・
高知沖ノ島から記録されている. 韓国からの記録もあるが確認していない.
Ampedus(Miwaetater) carblmculus (LEWIS,1879) ヒ メクロコ メツキ

鈴鹿市西庄内町, l 早,9. VI 2004, 稲垣慎吾leg; l f ,5. V 2005, 生川展行 leg; 同野登山, l 早,26.
VIL2006, 村木武則leg.; 同椿大神社,1 (i'、,4. VI 2006, 中西元男leg; 小岐須町小岸大神社,1 ♀,7.
v 2004, 横関秀行 leg;1 早,22. V 2004, ditto; 滝ヶ谷,1 早,15. V 2005, 生川展行leg.; 山本町椿
神社,2♀♀,27. IV 2005, 村木武則 leg.;2♀早,28. 「V 2005, ditto; 大久保町入道ヶ岳,1 (i'、,6. VII.
2005, ditto; 亀山市安坂山町, l 早,12. V 2004, 川添昭夫 leg.; 両尾町,2早♀, IV 2004, ditto; 石水
渓, l ,19. VI 2004, 横関秀行 leg.; 新所町関ニュータウン(FIT), 1 , 5. V 2005, ditto; 白木町

(FIT),1 早,1 . VL2006, ditto; 関町坂下鈴鹿峠,1 f ,22. V 2006, ditto;1 早,6. VI 2007, ditto.
Ampedus(Ampedus) chlamydatus (LEWIS,1894)  ホソアカコメツキ (写真 l4)
山市関町坂下,1 (i'、,18. V 2007, 横関秀行leg.
本邦産のアカコメツキ類中では最も希少性の高い種の一つと見られ, 山梨・ 東京・ 千葉(?) ・ 栃木・福
島・ 青森から知られているに過ぎない. 本種については山梨県産資料に基づき本誌上でも述べたが
(岸井,2003:8), 三重県での分布例は見てぃなぃ. 的場・ 平松(l974: l9) は和歌山・ 奈良両県の県境に
ある護摩壇山からの記録 (1 早,3. VI. l970, 梅本実leg.) を報じているが筆者は資料未見である.
Ampedus(Ampedus)optabilis optabins (LEWIS,1894)  オオアカコメツキ
鈴鹿市西庄内町野登山, l (i'、, l9. 11.2006, 稲垣政志leg.

Ampedus(Ampedus)orientalis (LEWIS,1894)  アカコメツキ
鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,1 早,30. IV 2005, 生川展行leg; 伊勢市神宮林大床谷, l 早,27. V 2002, 生
川展行leg.;2早早,15. VI 2002, ditto; 杉谷, l 早,22. VI 2002, ditto; 彦谷,1 早,25. V 2003, ditto.

Ampedus(Ampedus) hypogastricus hypogastricus (CANDEzE,1873) アカハラクロコメツキ

鈴鹿市西庄内町,1 ♀,24. V 2004, 川添昭夫 leg; l f ,9. VI 2004, 稲垣慎吾 leg.; 同一 ノ谷, 1 ♀,
30. I v 2005, 生川展行 leg ; 野登山, l , 1 ♀, 15. V 2006, 横関秀行 leg.; 小岐須町,2(i'、 (i'、,4. VII.
2007, 尾崎美香leg.; 同小岸大神社,1 早,20. VI 2004, ditto;1 早,30. VI 2004, ditto; 小岐須渓谷,1

, 24. IV 2005, 近藤恭子 leg.; 山本町, 1 , 25. VI 2005, 生川展行 leg.; 椿神社, l (i'、,27. IV.
2005, 村木武則leg; 大久保町入道ヶ岳,1 f , l l. V 2005, ditto;1 早,6. VII 2005, ditto; 三宅町,1
♀, 18. VI 2005, 横関秀行 leg; 2 早, 24. VI 2005, ditto; 八野町, l ♀, 29. IV 2007, 尾崎美香

leg.; 亀山市関町筆捨山, 1 f, l. V 2004, 生川展行leg; 鈴鹿峠, 1 ♀,4. V 2006, 横関秀行leg.;
(FIT), 1 , 6. VII 2006, ditto; 安坂山町野登山 (FIT), 1 早, 5. VL2004, ditto; 2(i'l (i'1, 19. VI 2004,
ditto; 伊勢市神宮林彦谷, l 早,8. VI 2002, 生川展行 leg;1 f ,22. V 2004, ditto; 大床谷,1 ・♀,8.
VI 2003, ditto.

Ampedus(Ampedus) tamba KIsHn, l976 タンバコクロコメツキ (写真 l5)
鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,1 早,29. V 2004, 横関秀行 leg.;1 ♀,30. IV 2005, 生川展行leg.; 小岐須町
小岸大神社,1 早,20. VI 2004, 横関秀行leg.; 小岐須渓谷, l cl'、,27. IV 2005, 村木武則 leg ; 山本町
椿神社,1 (j'、,1 ・ 27.  I V2005,  ditto;1  早 ,28.  I V2005,  ditto;  大久保町入道ヶ岳 ,l  f ,6.  VI I2005
ditto; 亀山市関町金場,2♀♀,12. V 2005, 横関秀行 leg.

Ampedus(Ampedus)kiso KIsHn, l990 キソコクロコメツキ (写真 l6)
鈴鹿市山本町椿神社,1 ♀,27. IV 2005, 村木武則 leg.; 大久保町入道ヶ岳,1 f,8. VI 2005, ditto.
長野県木曽福島の稚児ノ沢から得られた資料(2 f ,i'、, l 早) で記載された種で, 一般的な形態は前種
によく似てぃるが, 両性生殖器構造には両者間に極めて明瞭な形態差が認められる. 特に雄交尾器
側片の形状の違いは著しいが, 上記の入道ヶ岳からの雄個体の交尾器先端が明瞭に体外へ露出して
いたので, その検鏡により本種であることを確認した. 三重県からは初めてとなるが, 山梨県から
も2 例 (韮崎市円野町, 1 ♀, 10. IV. l991, 細田倖市 leg ; 鳳凰山御座石鉱泉,1 f ,30. V. 1996, ditto)
の資料が見いだされた.  また, 兵庫県篠山の雨石山からもやや疑問点が残るが, 本種に極めて類似
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する雌個体を見てぃる (l4. V. 1989, 野村英世 leg.).
Ampedus(Ampedus)J'aponicusJ'aponicus SILFvERBERG,1977 アカアシクロコメツキ

鈴鹿市西庄内町,1 f,5. v 2005, 生川展行leg.; 山本町椿神社,1 (i'、,27. IV 2005, 村木武則1e9・;2
,28. Iv 2005, ditto; 亀山市白木町,1 (i'',22. VII 2006, 横関秀行leg; 関町坂下鈴鹿 , 1 早,6・

vI 2007, ditto; 野登山, l 早, l8. VI 2005, 中西元男 leg.
Ampedus(Ampedus) takahachi KIsHn, l985 タカハチクロコメツキ (写真17)
亀山市安坂山町, l u,l2.  V2004,  川添昭夫 leg
本県からは初めての種で, やや小型な点と小盾板構造にやや疑問点があるが, 上記資料は本種に極
めて近似の種であることは明らかである. 本種は鳥取県高鉢山周辺からの3 頭の資料で記載され,
広島. 京都・ 愛知・ 山梨からの資料も検したが, 今回の亀山市からの資料も含めこれらの資料には, そ
れぞれ僅かながらも地域毎に変異が認められるので更に資料数が増えた段階で検討したい・
Ampedus(Ampedus) vestitus vestitus (LEWIS, l894) ケブカクロコメツキ (写真 l8)
鈴鹿市大久保町入道ヶ岳, l ♀, l3. VII 2005, 村木武則 leg.
本属のクロコメツキ類と称されるグループはアカコメツキ類と共に, 本邦には当初考えられてぃ
たょり極めて多くの種が分化していて, 未記載と見られるものもまだ非常に多いようである・
podeoniusaquitus aquilus (CANDiizE,1873) クリイロニセコメツキ
鈴鹿市西庄内町野登山,1 (i'、,24. VII 2004, 生川展行 leg; 田村町能褒野神社,1 早, l l. VII・2004,
djtto; 三宅町(FIT),1 (j'、,19. VIL2005, 横関秀行leg.; 岸岡町岸岡山,3 (i'、 (i'、,19. VII 2005, ditto; 高
岡町高岡山, l .♀,10. vm2006, ditto; 亀山市白木町国分寺(バケツ), l f,28. VII 2004, 横関秀行
leg.; 関町 (バケツ), 6 (i'、, 3 早 , 9. Vm 2006, ditto.
本種は北海道を除く本土全域と殆どの付属諸島, 南西諸島(奄美以南: 別亜種) の大部分及び台湾(別
亜種)に分布し燈火飛来が多く, 済州島からの記録例もあるが資料未見で疑わしい点もある・ 邦産ニ
セコメツキ類はCANDtzE(1873:8)とLEWIS(l894: 31-32) による記載以来, LE CONTE(1853:459)
の北米南部域分布の種を基本とするAnchastus属の種とされていた. 筆者(l985: 22) は少なくとも
邦産種は全て別属と見なすべきとしてAnchastus mus LEWIS, l894を基本種としてAkitsu属を新設し
た. またDoLIN (1976: 645-647), GuRJEvA(1979: l23-l29) なども, ユーラシア大陸分布の種は全
てAnchastusとは異質であるとして, Podeonius, Astanchus, Chasta'Ms, Porthmidius の4 属に分
割した. 大平(l996: 1-14) は邦産種7 種, 1 亜種をAnchastusとしたが, 後にこの全てを
podeonMs属の種とした(大平,2003: l9-21).  これらの論拠を検討した結果,  筆者は本邦産種の所
属は次のようになると考えている. ぇく.

suzukielater: 前胸背後角隆起線は一本で, 前胸腹板側緑は湾曲する. 前胸腹板突起先端は剔れる・
後脚基節板後縁は僅かに広がる. Suzukietater bahai (KIsHnet OHIRA, l956) のみ含まれるが, その
所属する族には不明な点もあり, 異質性の高い種である.

Akitsu: 前胸背後角隆起線は一 本で, 前胸腹板側縁は直線状. 前胸腹板突起先端は単純な鈍端・ 後
脚基節板後緑は顕著に広がる. Akitsu mus(LEWIS, l894) が唯一の所属種である.

chastanus: 前胸背後角隆起線は二本で, 触角第3 節は前節の3 倍長で4 -10節は長方形.ぇくl前胸背
板点刻は極めて大型で密, 明瞭に二重状で粗雑. 前胸腹板突起先端下部は多少と も剔れる・
chastanus castaneus (M[WA,1934) のみ含まれるが未記載種もある.

podeonMs: 前胸背後角隆起線は二本で, 触角第3 節は前節の3 倍長で4 -10節は鋸歯状. 前胸背
板点刻は小型, 疎, 二重状・ 前胸腹板突起先端は単純. Podeonius nagaoi (0HIRA,1968), P・
rufjpes(LEWIS, l894), P aquilus(CANDiizE,1873), P amamiensis(0HIRA, l996), P yamamOtOi
(0HIRA, l996) が含まれる.
Sadoganus bahai OHIRA,1956 ババムナビロコメツキ (写真19)
鈴鹿市伊船町鈴鹿川,1 f ,15. IV 2007, 生川展行 leg.
三重県美杉村の資料が正副の模式標本と して記載されたが, 以後の三重県からの記録例は無いよ
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うで, 今回の鈴鹿川の記録は半世紀ぶりのものと見られる. 本邦固有の属で且つ唯一 の種でもある.
分布域は広く, 北海道から九州までの河川敷に生息するが少ない.
Ectinoideslnsignitusmsignitus (LEWIS,1894) ヨ ツキボシコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町一ノ谷, l f ,5. VL 2004, 横関秀行 leg; 同野登山, 1 ex.,21. V 2006, 生川展行
leg; 大久保町入道ヶ岳, 1 f,30. V 2004, ditto; 西庄内町野登山,2(i'、 f,21. IV 2005, 稲垣政志
leg; 亀山市関町坂下, l (i'、,22. V 2006, 横関秀行leg.; l (i'、,28. IV 2007, ditto; 白木町(FIT),1 ♀,
1. VI. 2006, ditto.

Ectinuslnsidiosus (LEWIS, 1894)  キアシクロムナボソコメツキ
鈴鹿市大久保町入道ヶ岳, 2 exs., l6. VL 2004, 村木武則 leg; l ex., l t. V 2005, ditto; l ex., 6.
vIl 2005, ditto; l ex., l3. VII 2005, ditto; 山本町椿神社, l ex.,27. IV 2005, ditto; 亀山市野登
山, l 早,4. VL2005, 生川展行 leg.

Ectinushigonius (LEWIS, l894) クロムナボソコメツキ
鈴鹿市甲斐町, l ・ 5.  V I2004,  村木武則 leg.;  大久保町入道ヶ岳 ,2  exs. , l6.  VL200L4,  ditto ;l  ex.
11. V 2005, ditto; 16 exs.,8. VI 2005, ditto; 2 exs.,6. VII 2005, ditto; 1 ex., l3. VII 2005,
ditto; 山本町椿神社,1 ex.,27. IV 2005, ditto; 亀山市野登山, l 早,4. VI 2005, 生川展行leg.; 関町
坂下,6 exs.,28. V 2007, 横関秀行 leg.

Ectinus sertceussertceus (CANDtzE, l878) カバイロコメ ツキ

鈴鹿市山本町, l 早,21. V 2005, 生川展行 leg; 小岐須町小岐須渓谷, l ,i'', 28. IV 2005, 稲垣政志
leg; 大久保町入道ヶ岳, l ex.,6. VI 2005, 村木武則leg; 亀山市白木町国分寺(LT),2 exs.,5. VI.
2004, 横関秀行leg; 新所町関ニュータウン(FIT),1 ex., 5. V 2005; ditto; 1 ex., l2. V 2005,
ditto; 関町坂下鈴鹿峠, l 早,22. V 2006, ditto.

Nipponoelater kometsuki (KlsHI[, l985) ヒメオオナガコメツキ (写真20)
亀山市野登山 (LT), l 1,5. VIII 2006, 横関秀行 leg.; 北牟要郡紀伊長町島豊浦神社, l (i'、,23. VII.
l994, 生川展行 leg.
これまでに新潟・ 茨城・ 千葉・ 束京・ 神奈川・ 長野・ 岐阜・ 愛知・ 京都・ 奈良・ 岡山・ 鳥取・ 広島・ 徳島・ 香川
から報告され, 分布域は広いが三重県からの記録は初めてのようである. 次種に生態と生息環境共
によく似た種であるが, 平均的には小型で光沢は強く , 前胸背板点刻はより疎, 前胸腹板突起後方
下面の段刻は突起中央より後方で短小, 触角第3 節以降の側葉先端の発達は弱く, 上翅末端部は鈍
端状で突出しない.
Nipponoelatersiebotdisieboldi (CANDiizE, l873) オオナガコメツキ
鈴鹿市西庄内町野登山 (LT),1 (i'、,24. VII 2004, 生川展行leg.; 野登山, l (i'、,27. VII 2006, ditto; l

,5, vIII 2006, ditto; 小岐須町小岸大神社, l (i'l, 20. VII 2004, 横関秀行 leg; l f , 19. VIII.
2004, ditto.

MulsanteusJ'uniorJ'unior (CANDiizE, l873) ヒゲナガコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町,2 (i'、 (i'、,24. V 2004, 川添昭夫leg; 小岐須町小岸大神社, l ♀,14. VI 2004, 横関秀
行 leg.; 長沢町長瀬神社,3 (i'、,1 早,27. V 2004, 稲垣政志 leg.;3 (i'、 (i'', 2早早,22. V 2005, 小島
弘昭 leg; 岸岡町岸岡山(バケツ), l (i'、, l2. V 2005, 横関秀行leg; l 早,29. V 2005, 米川弥寿代
leg.; l (j'、,24. VI 2005, 生川展行leg.; l ,i'、,1 ♀,24. VI 2005, 横関秀行leg.; (FIT), l ♀,18. VI.
2005, ditto; 三宅町(FIT), l8 (i'、 f,31. V 2005, ditto; l 早,20. VII 2006, ditto; 高岡町高岡城跡公
園, l (i'、,1 ♀,28. VI 2006, ditto; 寺屋町鼓ヶ浦海岸, l f ,22. V 2006, 生川展行leg; 亀山市川崎町,
3 (i'、 (i'、,14. v 2006, 生川展行leg; 白木町国分寺(LT), l (i'、,5. VI 2004, 横関秀行leg.

Vuilletus vir idis (LEWIS, l894) ミ ドリヒメコメツキ
鈴鹿市山本町椿神社, 4 (i'、 (i'、, 2 ,27. IV 2005, 村木武則 leg ;1 (i'、,1 早,28. IV 2005, ditto; 小岐
須町宮指路岳, 3 (i'、 f , 1 ♀, 28. VI 2006, ditto.

Vui1letusperopacus (NAKANE,1959) ツヤケシミ ドリヒメコメツキ
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鈴鹿市山本町椿神社, 1 ♀, 28. IV. 2005, 村木武則leg; 大久保町入道ヶ岳, 25 ♀早, l l . V. 2005,
ditto; 3 ,13早早, 8. VI 2005, ditto; 2・♀早,6. VIL 2005, ditto; 小岐須町小岐須渓谷,1 早, l l・
v 2005, ditto; 亀山市野登山,1 ♀, l8. VI 2005, 中西元男Ie9.

Dolerosomus gracins (CANDEzE,1873) キバネホソコメツキ
鈴鹿市徳居町酒井神社,1 f,30. IV 2005, 大杉淳leg.; 西庄内町一ノ谷,2(i'、 f, l 早,30・ IV-2005,
生川展行leg.; 岸岡町岸岡山(バケツ), l (i'、,5. V 2005, 横関秀行leg.; (FIT),2 , 31. V 2005,
djtto; 三宅町, l ,24. vI 2005, ditto; 同(バケツ), l ♀,18. VL2005, ditto; 小岐須町小岐須渓谷,1
(j'、, l , 27. Iv 2005, 村木武則 leg; 3早♀,11. V 2005, ditto; to , 28. IV 2005, 稲垣政志

leg; 滝ヶ谷,1 ♀,15. v 2005, 生川展行leg.; 大久保町入道ヶ岳, l ♀, l l. V2005, 村木武則Ie9.;4
(j'、 (j'、,6早早,8. vI 2005, ditto;2♀♀,29. VI 2005, ditto;1 早,6. VII 2005, ditto; 亀山市両尾町,2
(1'、 f, l8. Iv 2004, 川添昭夫leg; 野登山(FIT),1 f,17-24. IV2004, 池田正清leg; 関町坂下鈴鹿
峠,1 早,1. 111. 2007, 稲垣政志 leg; l (i'、,22. V 2006, 横関秀行 leg.; 白木町, 1 , l9. VI・ 2006,
djtto; 関ヶ丘破魔射場池,1 f, l ♀, 21. VI 2006, ditto; 三寺町石神社 (バケツ), l f, 5・ V・2005,
djtto; (叩網), 1 (j'、, 5. V 2005, ditto; (FIT), 1 早, 12. V 2005, ditto; 加太不動滝 (LT), l (i'l, 5・ V・
2005, ditto; 北在家(バケツ),3 (i'、 (i'l,6・♀早,5. V 2005, ditto; 新所町関ニュータウン(バケツ),3
(j'、,1 ♀,5. v 2005, ditto; 関町坂下,2(i'、(i'、,28. V 2007, ditto; 安坂山町石水渓 (FIT), l ・ 10・
vm 2007, ditto; 大森町, l ♀,15. V 2005, 生川展行leg.

Lanecaruspalustris (LEWIS,1894) ニセクチブトコ メツキ
鈴鹿市西庄内町,3 (j'、 f,1 ・ 10.  v I2006,  生川展行 leg.;  寺屋町鼓ヶ浦海岸 ,2  exs. ,22.  V2006
ditto; 弓削町,1 f, l2. V 2007, 尾崎美香leg.

Silesis musculus muscldus CANDEzE, 1873 クチブトコメツキ
鈴鹿市伊船町竜ヶ池(FIT), 3 exs., 19. VI 2005, 横関秀行leg; 庄野町鈴鹿川, l5 exs., 23・ VI・
2005, 生川展行leg.; 大久保町奥ノ谷,1 ex.,7. VIL2005, ditto; l ♀,30. VIL2006, ditto; 入道ヶ
岳,6 exs.,6. vIl 2005, 村木武則leg.; 宮妻林道,2 exs.,7. VII 2005, 生川展行leg.; 小岐須町,1 ♀,
10. Ix 2005, 村木武則leg; 甲斐町鈴鹿川,1 ex., l7. VI 2006, 生川展行leg; 亀山市野登山(LT),
2(j'、 f,1 早,5. vIII 2006, 横関秀行leg; 関ヶ丘破魔射場池, l ex., 21. VI 2006, ditto; 伊勢市神宮
林大床谷,2 早早,7. VII 2002, 生川展行 leg;1 早,8. VI 2003, ditto.

Glyphonyx illepidus CANDtzE, l873 クチボソコメツキ

鈴鹿市西庄内町野登山,2(i'、(i'、, 30. vI 2004, 村木武則 leg.; 亀山市野登山 (LT),15 exs.,5. VIIi・
2006, 横関秀行 leg.

Glyphonyx bicolor bicolor CANDiizE,1893 キバネクチボソコメツキ

鈴鹿市西庄内町野登山, l 早,24. Vn 2004, 生川展行leg;1 早, l6. Vm 2006, 村木武則Ie9.; 亀山
市野登山(LT),2 exs.,5. vm 2006, 横関秀行leg; 伊勢市神宮林大床谷,1 (i'',7. VII 2002, 生川展
行leg;1 ,j'、,8. vIII 2002, ditto; 内宮, l (i'、,23. Vm. 2003, ditto; 北牟要郡紀伊長島町豊浦神社,1
(i'、,23. VII i994, 生川展行 leg.

Glyphonyx: dalopioides NAKANE, l958 クロスジクチボソコメツキ

鈴鹿市伊船町竜ヶ池 (LT), 1 ex., l9. VL 2005, 横関秀行ditto; 庄野町鈴鹿川, l4 exs., 23. VI.
2005, 生川展行leg.; 田村町能褒野神社,1 ♀,11. VII 2004, ditto; l ♀,22. VII 2004, ditto; 甲斐町
鈴鹿川, l ex., l7. VI 2006, ditto.

Melanotus annosus CANDiizE, l865 クロツヤクシコメツキ

鈴鹿市山本町,1 早,18. VI 2005, 稲垣慎吾 leg.
Melanotus senilis senilis CANDtzE, 1865 クロクシコメツキ
鈴鹿市西庄内町, l ♀,9. vI 2004, 稲垣慎吾leg; l f,21. V 2006, 生川展行leg; ーノ谷, l 早,29.
v 2004, 横関秀行leg.;1 早,5. VL2004, ditto; 同鈴鹿川,1 ♀,10. VI 2006, 生川展行leg.; 木田町
鈴鹿川, 5 , l5. v 2004, 生川展行leg; 庄野町鈴鹿川, l ♀,3. VI 2004, 稲垣政志Ie9.;1 f,
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21. V. 2005, 生川展行 leg.; 長沢町, 2 ,24. V. 2004, 川添昭夫 leg.; 大久保町入道ヶ岳, 1 早,
30. V 2004, 生川展行 leg.; 甲斐町,2(i'' (i'',5. VI 2004, 村木武則 leg.;3(i'、 f ,8. V 2007, 尾崎美
香 leg.;3 (i'、,4 ♀♀,21. V 2007, ditto; 同鈴鹿川,1 (i'', 6. V 2006, 生川展行 leg; 中富田町,9

,1 ♀, l2. V 2007, 尾崎=美香 leg.; 小岐須町,3 (i「、 ?,12. V 200:7, 尾崎柚香 leg.
Metanotus correctus CANDEzE, 1865 ヒラタクロクシコメツキ

鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,8 (i'、 f ,1 早,22. V 2004, 横関秀行 leg.; 1 , 29. V 2004, ditto; l (i'、, l4. VI.
2004, ditto; 野登山, 1 , l2. VI 2004, ditto; 小岐須町小岸大神社, l (i'、,29. V 2004, ditto; 宮指路
岳,2 , l4. VI 2006, 村木武則 leg.;2 , 21. VI 2006, ditto; 滝ヶ谷, l (i'', 15. V 2005, 生川展

行 leg.; 山本町,2 (i'、, 21. V 2005, ditto; 亀山市野登山, 5 (i'' (i'',4. VI 2005, 生川展行 leg.; 関町筆
捨山,1 (i'、,1. V 2004, 生川展行leg.

Melanotus legatoides sHn, l975 ヒメクシコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町,1 (i'、,9. VI 2004, 稲垣慎吾 leg; 同野登山,2早早,27. VII 2006, 生川展行leg.;3 (i'、
(i'、,21. V 2006, ditto; 庄野町,1  ,9 .  VI2005 , 稲垣慎吾 leg ; 三宅町 (LT) ,4(i' A 1,l 5 . V200 6,  横
秀行leg.; 山本町椿大神社, l (i'、,26. IX 2005, ditto; 大池, l 早,4. VI 2006, 村木武則 leg; 高岡町高
岡城跡公園,1 ・ 28.  V I2006,  横関秀行 leg.;  亀山市鈴鹿峠 (FIT) ,l  f ,6.  VI I2006,  横関秀行 leg

Melanotus legatus legatus CANDEzE,1860 クシコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,4 (i'l (i'、,5. VI 2004, 横関秀行 leg.;2(i'l (i'1,14. VI 2004, ditto; l 早,6. VII.
2004, ditto; 野登山(LT), l f ,24. VII 2004, 生川展行 leg.; 小岐須町小岸大神社, l f , l4. VII.
2004, 横関秀行 leg.; 小岐須渓谷,1 (i'、,12. VI 2005, 生川展行leg.; 住吉町青少年の森,1 (i'、, l8. V.
2004, 村木武則leg.; 山本町,1 (i'',1. VI 2004, 生川展行leg.; 椿大神宮,1 f,29. V 2004, 生川展行
leg; 2 ,:i'、,29. V 2004, 中西元男 leg;1 u,29.  V2004,  稲垣政志 leg. ;3  (i'、 (i'、 ,29.  V2004,  横関秀
行leg.; 長沢町長瀬神社,1 ♀,27. V 2004, 稲垣政志leg.;5 (i'、 (i'、,9. VI 2004, 横関秀行leg.;1 (i'',2
♀早, 17. VI 2004, 生川展行 leg.;3 (i'、,22. V 2005, 小島弘昭 leg.; 加佐登町加佐登神社, l 早,26.
VI 2004, ditto; 岸岡町岸岡山; 1 早,24. VI 2005, 横関秀行 leg; 同 (目T), l 1,18. VI 2005, ditto;
伊船町御幣川,1 f,7. VII 2007, 生川展行 leg.; 同竜ヶ池(LT), l (i'、,19. VI 2005, ditto; 庄野町鈴
鹿川,1 (i'、,23. VI 2005, 生川展行leg.; 寺家町鼓ヶ浦海岸,1 (i'',8. VII 2005, 武田彩leg.; 津賀町, l
(i'、, l2. VI 2005, 村木武則 leg; 山本町, l , l8. VI 2005, 稲垣政志 leg; 弓削町, l cl'、, l2. V 2007,
尾崎美香leg; 亀山市関町坂下,1 (i'、, l9. VI 2006, 横関秀行 leg.; 鈴鹿峠(FIT),4(i'、 (i'、,6. VII 2006,
横関秀行 leg.; 関ヶ丘破魔射場池,4 (i'、 (i'',21. VI 2006, ditto; 伊勢市神宮林彦谷,1 ♀,29. V 2003,
生川展行leg.; l (i'、,15. VI 2002, ditto.

Metano tus lewlsi lewisi ScHENKLING, 1927 ルイスクシコメツキ

鈴鹿市岸岡町岸岡山,1 ♀,1. VI 2004, 生川展行 leg.;6 , l7. VI 2004, ditto; 1 (i'、, 24. VL 2005,
ditto; 山本町椿大神社,1 (i'、,29. V 2004, ditto; 伊船町竜ヶ池 (LT),2 (i'、 (i'',2♀早, l9. VI 2005, 横関
秀行leg.; 三宅町,1 ♀,5. VII 2005, ditto; 亀山市関町坂下,1 早,6. VII 2006, 横関秀行leg ; 伊勢市
神宮林内宮, 2 (i'、,23. VIII 2003, 生川展行leg.

Melanotus spemendusspemendus CANDtzE, l873 ナガチャクシコメツキ (写真21)
鈴鹿市山本町椿大神宮, l f ,29. V 2004, 横関秀行 leg.; 西庄内町一ノ谷,1 (i'', 30. IV 2005, 生川
展行 leg.
北海道から九州までの本土4 島と多くの付属諸島から知られるが, あまり多いものではなく屋久
島産は別亜種とされる.
Melanotus seniculus CANDtzE, l873 チャバネクシコメツキ

鈴鹿市汲川原町,1 (i'、,22. IV 2007, 尾崎美香leg.
三重県からは中谷 (1970: 7) や大平・市橋 (l975: 98) らによって, 一志町や津市から記録されてい
るが, 最近の報告例は見てぃなぃ.
Melanotus erythropygus erythropygus CANDlizE, l873 コガタクシコメツキ
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鈴鹿市西庄内町野登山, l (i'、,29. V. 2004, 横関秀行 leg.; 1 1,5. VI. 2004, ditto; 1 (i'、, 12. VL2004,
ditto; 1 (ll、,20. VI 2004, ditto; ーノ谷,1 (i'、,29. V 2004, ditto; 1 f ,30. VI 2004, ditto;1 早,6. VI l.
2004, ditto; 山本町椿大神社, l 早,29. V 2004, 生川展行leg.;1 f ,14. V 2006, 中西元男 leg.; 亀山
市川崎町,2 (i'、 (i'、,1 ♀, l4. V 2006, 生川展行 leg.

Metanotus fortnumi fortnumi CANDEzE, l878 マルクビクシコメツキ (写真22)
鈴鹿市西庄内町一 ノ谷,1 ・ 14.  V I2004,  横関秀行 leg.;  寺家町鼓ヶ浦海岸 ,1  早 ,22.  V2006,  生川
展行 leg.
分布域は広く幼虫が作物根茎を食害する著名なコメツキとされるが, 一般的にはあまり多い種とは

言えず, 北海道産個体群は別亜種とされる . 前種に似るが第2 ・ 3 触角節がほぼ等長で亜球形に近

く , 雄の第4-10節は明瞭な鋸歯状なので分かり易い.
Spheniscosomuskoikei (KIsHnetOHIRA,1956) ヒラタクシコメ ツキ

鈴鹿市小岐須町小岐須渓谷, l f,27. IV 2005, 村木武則leg.; 長沢町長瀬神社,8(i'、 (i'',3早 , 22.
V 2005, 小島弘昭 leg; 亀山市安坂山町, l早, l2. V 2004, 川添昭夫 leg.; 白木町, 1 (i'、, 19. VI.
2006, 横関秀行leg.;1 (i'、,1 ♀,22. VII 2006, 横関秀行leg.; 川崎町,1 早,14. V 2006, 生川展行leg.

Spheniscosomus cete cete (CANDtzE, l860) アカアシオオクシコメツキ
鈴鹿市西庄内町,6♀♀,9. VI 2004, 稲垣慎吾 leg.;1 ♀,5. V 2005, 生川展行 leg.; 同野登山,1 早,
5. VIIL 2006, ditto; 東庄内町庄内神社,1 (i'、, 26. VI 2004, ditto; 木田町鈴鹿川, l (i'、,15. V 20()4,
ditto; 小岐須町小岸大神社, l (i'', 30. VI 2004, 横関秀行 leg ; 大久保町, l 早,5. Vm 2005, 村木武
則 leg.; 同入道ヶ岳, l (i'、,30. V 20()4, 山口照美 leg; 稲生西二丁目伊奈冨神社, l 1,12. V 2004,
村木武則 leg ; 甲斐町, l (i'',5. VL 2004, ditto; l (i'', 8. V 2007, 尾崎美香 leg.; 山本町椿神社, l (i'',
28. IV 2005, ditto; 加佐登町加佐登神社,1 早,5. V 2004, 生川展行 leg.; 岸岡町岸岡山, 1 f ,29.
V 2004, 中西元男leg.; 国分町管原神社,2,i'、 (i'、,8. V 2005, 生川展行leg; 三宅町, l (i'、, l .♀,14. V.
2005, ditto; l ♀,7. VI 2005, 横関秀行 leg.; 八野町, l (i'、,8. VI 2005, ditto; 亀山市野登山, l (i'、,4.
VI,2005, 生川展行leg.; 関ヶ丘破魔射場池,2 (i'、 u,2早早 ,21.  V I2006,  横関秀行 leg

Spheni1scosomusJ'aponicus (0HIRA, l974) ハネナガオオクシコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町野登山,1 (i'、,19. VI 2004, 生川展行 leg;2(i'、 (;'、,30. VI 2004, 村木武則 leg.;1 f ,
24. VII 2004, 生川展行leg; 大久保町入道ヶ岳,1 (i'、,30. V 20()4, 山口照美leg.;1 , 1 , l 6. V I.
2004, 村木武則 leg.

Oedostethus telluris (LEWIS, l879) クロツヤミズギワコメツキ

鈴鹿市庄野町鈴鹿川, l (i'、,21. V 2005, 生川展行leg; l 早,23. VI 2005, ditto;4 exs.,9. VII 2006,
ditto; 甲斐町鈴鹿川,1 ,1 早,17. VI 2006, ditto; 西庄内町鈴鹿川,6 exs.,10. VI 2006, ditto.

Fleutiauxellus (NeomigM'a) quadrillum (CANDiizE, l873) ヨツモンミズギワコメツキ
鈴鹿市伊船町,6 exs.,29. V 2005, 稲垣政志leg; 庄野町,10 exs.,9. VI 2005, ditto; 同鈴鹿川,1 ♀,
9. VII 2006, 岡田直也 leg.; 西庄内町鈴鹿川,5 exs.,10. VI 2006, 生川展行 leg; 弓削町鈴鹿川, l
(i'、,10. V 20()7, 尾崎美香leg.

FleutiaM・cill‘s(Migiwa) tutus (LEWIS,1894)  キアシミズギワコメツキ
鈴鹿市小岐須町小岸大神社,1 ♀,30. VI 2004, 横関秀行leg.

Fleutiauxellus(Migiwa) lnsulsus (CANDtzE,1873) クロミズギワコメツキ
鈴鹿市小岐須町小岐須渓谷, 2 ♀♀,4. VI 2006, 生川展行leg.

Fleutiauxellus(Migit‘Ia) curatus curatus (CANDEzE, l873) ミズギワコメツキ
鈴鹿市西庄内町鈴鹿川,1 ・ 10.  V I2006,  生川展行 leg.;  山本町入道ヶ岳 ,3  exs. ,3.  V I2006
ditto; 小岐須町, l (i'、,1 早,9. VI 2004, 村木武則 leg.; 小岐須渓谷,6(i'' ,i'、,19. VII 2004, 生川展行
leg;1 (i'、,12. VI 2005, ditto; 同御幣川, l3 exs.,12. V 2007, ditto; 庄野町鈴鹿川,1 3、,7. Vm.
2005, ditto; 大久保町奧ノ谷,1 ex.,7. VII 2005, 横関秀行leg; 伊船町御幣川,4 exs.,7. VII 2007,
生川展行 leg.; (LT), 2 exs., 19. Vm 2007, 横関秀行 leg.
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Fleutiauxe1lus(Migiwa) yotsuboshi (KlsHn, l976) ヨツボシミズギワコメツキ
鈴鹿市庄野町鈴鹿川,1 早,9. VII 2006, 生川展行 leg; 西庄内町鈴鹿川,5 exs.,10. VI 2006, ditto.
ミズギワコメツキやチビコメツキ類には上翅に4 黄赤色斑紋をもつ種が多い. 特に本種の場合は

次種によく似てぃるが, 次種では上翅基部の斑紋が大きく幅広で小盾板との間隔が極めて狭く相接
しているが, 本種では肩部から縦長の斑紋になり, 小盾板とは2 - 3 間室程離れている.  また前記の
Neomigiwa亜属に入るヨツモンミズギワコメツキにも似てぃるが, 前胸背板上の顆粒状点刻が背板
の前部を含め全面に密布するのが本種と次種で, 背板前部では一般の点刻状で顆粒状のものは認め
られず,  側緑と後半部でのみ多少顆粒状となるのがョツモンミズギワコメツキである.
Fleutiauxellus (Migiwa) cruciatus(CANDEzE, l873) ジュウジミズギワコメツキ
鈴鹿市庄野町鈴鹿川, l 早,7. Vm 2005, 伊藤元幸leg; l 早,7. Vm 2005, 生川展行 leg.

Zorocltros(Pronegastrius) humeralis huMeralis (CANDEzE,1873) カタモンチビコメツキ
鈴鹿市小岐須町小岐須渓谷,1 早,24. IV 2005, 生川展行leg ; 亀山市石水渓,1 ex., l t. Vm 2007,
生川展行leg.

Zorochros(Yamatostrius) albipilis (CANDEzE,1873) シラケチビミズギワコメツキ
鈴鹿市西庄内町鈴鹿川,1 早,10. VI 2006, 生川展行 leg.

QuasimasJ'aponicus KIsHu,1959 ニホンチビマメ コメ ツキ

鈴鹿市小岐須町,1 ex.,9. VI 2004, 村木武則 leg; 大久保町入道ヶ岳,1 , 30. VII 2006, 生川展行

leg.
Yldcoana carinicollis (LEWIS, l894)  へリムネマメコメツキ
鈴鹿市小岐須町小岐須渓谷,1 ?,28. IV 2005, 稲垣政志leg.; 宮:装林道,1 ♀,7. VII 2005, 生川展
行leg; 亀山市両尾町, l 早,3, V 2006, 横関秀行leg.; 白木町,1 早,11, V 2006, ditto.

Yukoanaelliptica (CANDEzE, l873)  へリマメコメツキ
鈴鹿市西庄内町野登山, l 早,24. V 2004, 横関秀行 leg.; 1 ♀,15. V 2006, ditto; 2♀♀, 21. V.
2006, 生川展行leg.; 小岐須町,1 ♀,26. IV 2004, 川添昭夫leg.; 山本町椿大神社,1 早,29. V 2004,
生川展行leg.; 入道ヶ岳,2 , 4. V 2006, ditto.

Dicronychusnothus (CANDEzE, l865) オオハナコメツキ

鈴鹿市甲斐町鈴鹿川,2 ,1 早,6. V 2006, 生川展行leg.; 富田町安楽川, l f , l2. V 2007, ditto;
八野町, 1 早, 29. IV 2007, 尾崎美香 leg.; 弓削町, l 早, 7. V 2007, ditto; 中富田町, l f , l2. V.
2007, ditto; 伊勢市神宮林彦谷, l (i'、,29. V 2003, 生川展行 leg.

Displatynychus alljutor (CANDEzE,1873)  アカアシハナコメツキ
鈴鹿市木田町, l ・ 20.  V I2005,  生川展行 leg.;  高岡町高岡山 ,1  早 ,10.  VII I2006,  横関秀行 leg
亀山市白木町,1 (i'、,22, VII 2006, 横関秀行 leg.

Cardiophoruspinguis LEWIS, l894 クロハナコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町椿大神社,1 ex.,4. VL2006, 中西元男 leg.
Cardiophorus niponicus LEWIS,1894 ホソハナコメ ツキ

亀山市白木町, l (i'、, 19, VI 2006, 横関秀行 leg; 2♀ , 22. VII 2006, ditto; l ex., 1. VII I 2006,
ditto; 関町鈴鹿峠(FIT),1 ♀,29. VI 2007, ditto; 関町坂下,1 (i'、,29. VI 2007, ditto; 大久保町入道
ヶ岳,1 ・ 29.  V I2005,  村木武則 leg

ParacardiophoruspuMatuspu11atus (CANDEzE,1873) コハナコメ ツキ

鈴鹿市西庄内町,1 早,24. VI 2004, 川添昭夫leg.; 弓削町鈴鹿川,1 ex.,22. IV 2006, 生川展行leg.
Paracardiophorus opacus (LEWIS,1894) クロコハナコメツキ

鈴鹿市伊船町, 5 (i'、, l ♀, 29. V 2005, 稲垣政志 leg; 亀山市阿野田町鈴鹿川,7 exs.,8. 111.2006,
横関秀行leg.
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オキナワダェンテン トゥダマシの本州からの採集記録
Records of Mychothenus hirashlma1 SAsAJI (Endomychidae) from Honshu

By Nobuyuki NARUKAwA
生川 展行

〒513 -0015 三重県鈴鹿市木m町 2399

Mychothenus hlrashi'nai SAsAJIオキナワダェンテントゥダマシは, SAsAJ1(1990) により沖繩県
那覇市で得られた標本に基づき記載された種で, その後の採集記録は見当たらないようである. 今
回筆者は, 岐字県で採集された本種の標本を検することができたので, 報告しておく. なお, 貴重
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な標本を検する機会を与えてぃただぃた豊島健太郎氏,
標本写真を撮影してぃただぃた稲垣政志氏に, 心よ りお
礼申し上げる.
3 4 ♀, 岐阜県岐阜市金華山, 11. V 2008, 豊島健

太郎採集, 筆者保管 ; 8 l 早, 岐阜県岐阜市金華山,
18. V 2008, 豊島健太郎採集, 保管.
枯れたタケの葉のビー ティングにより採集された. なお,

Mychothenus asiaticus SAsAJl ダェンテントゥダマシと
は, 上翅の毛が長く ,  (i''の上翅端の窪みが大きく深い点
で区別できる.

<文献>
SAsAJI, H., l990. The family Mychothenidae of Japan (Coleoptera). Esakia, special Issue, (1):65-75

日本新記録のテン トウムシダマシ
The new record of Endomychid-beetle from Japan

ByNobuyuki NARUKAwA
生川 展行

〒513-0015 三重県鈴鹿市木田町 2399

筆者は, 近年沖縄本島で採集された Stenotarsus属の標本を検する機会を得た.  日本からは,  6 種
のStenota rsus 属のテン トゥムシダマシが記録されているが, 筆者の所蔵している標本や,
Stenotarsus nakanoshimensis NAKANE トカラムクゲテントウダマシや, S kurosai NAKANEコゲチ
ャムクゲテントゥダマシのタイプ標本と比較して調べた結果, この標本は日本からは該当する種が

なく, 台湾から記載されたS aokii CHuJ0であると確定したので報告しておく. なお, 今回検した
標本は, 前胸背と上翅の黒褐色紋に変異があり, ほとんど紋のない個体から, 前胸背と上翅の中央
部に大きな黒褐色紋がある個体まで見られた. 原稿を草するにあたり, 貴重な標本を検する機会を
与えてぃただぃた草野憲二氏と田中勇氏,  トカラムクゲテントゥダマシとコゲチャムクゲテントゥ

ダマシのタイプ標本の借与に, ご配慮いただいた大原昌宏氏及び, 標本写真を撮影してぃただぃた
稲垣政志氏に, 心よりお礼申し上げる.

S tenota rsus aokii CH Oj 0

l ex., 沖縄県沖縄本島那覇市末吉公園, 1 . IV.  l999,
草野憲二採集 ; 6 exs., 沖縄県沖縄本島浦添市当山浦添
大公園, 29. VI 2002, 草野意二採集 ; l ex. , 沖縄県

沖縄本島南城市斎場御嶽,  9 . V 2008, 田中勇採集.

<文献>
CHUJ0, M.,1942. Description of a new Endomychid-beetle from

Formosa. Mushi, 14: 79-80.

23



NEJIREBANE

書籍紹介

「虫捕る子だけが生き残る」

No. l24 (Sep. 2009)

養老孟司・ 池田清彦・ 奥本大三郎共著 小学館 2008 年12 月発売 735 円 (税込)

これは真実だと確信をもって言えることが一つある. それは, 幼いころから虫捕りをして, たく

さんの虫を殺して育った子は, 「だれでもぃいから人を殺してみたくなった」 などという人間には決
してならない,  ということである. これは 「平気で虫を殺すような子は, 大きくなったら人殺しを
やる」 という平凡な考えと正反対であるし, 「命あるものをやたらに殺してはぃけなぃ」 という今時
の風潮に反するから, なかなか理解してもらえない.  しかし, そのヒステリックな生命尊重教育こ
そが, 子供を自然から引き離し, 自然嫌い, 人間嫌いの子を生み, 人間性の形成過程において欠陥
のある人間を作つてしまぃ, 社会問題にまで発展していることに, 世の多くの人が気付いてぃなぃ.
そのような人たちに, 是非読んでもらぃたぃのが本書である. 著者は解剖学者であり 「バカの壁」
などのベストセラーで有名な養老孟司, 生物学者で 「環境間題のウソ」 などでユニークな発言がと
どまらない池田清彦, 仏文学者で 「完訳ファーブル昆虫記」 などで知られ, 日本昆虫協会会長の奥
本大三郎. この親しい友人同士三人の座談の形式をとる. 三人とも, いい大人になっても恥ずかし

気もなく捕虫網を振りまわし, 虫捕りに熱中している (世間から見れば) 変わった人たちであるが,
ただの虫屋ではない. 虫捕りの楽しさから始まって, 虫捕りにはいかに頭と体を使って工夫をこら

さねばならないか, そのことがどんなに子供の心身の成長発達に必要であるか, 虫を捕るからでは

なく環境破壊のほうがはるかに多くの虫の住処を奪い, 自然を変貎させてしまうか, さらに教育・
政治・ 経済の問題にまで博識を持った三人が言いたい放題. よく聞けば深い含蓄のある話ばかり.
本当は, 日本甲虫学会の会員諸氏よりも, 虫のことを知らない一般人に読んでもらぃたぃ本であ
るが, まずは虫好きの人たちが購入し, 「そうだ, そうだ ! 」 と膝を叩いて読み終わったら, 一般人
に強制的に押し付けて読ませてほしいものである.

(横浜国立大学名誉教授 青木淳一)
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